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第
３
回
（
９
月
）
定
例
会
は
、
９
月
７
日
か
ら
10
月
５
日
ま
で
の
29
日
間
の
会

期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
決
算
の
認
定
や
指
定
管
理
者
の
指
定
な
ど
市
長
提
出
議
案

等
26
件
（
う
ち
、
報
告
７
件
）
の
ほ
か
、
議
員
提
出
議
案
２
件
や
通
年
会
期
制
の

導
入
に
係
る
議
案
を
含
む
委
員
会
提
出
議
案
４
件
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。

表紙写真を募集します！
テーマ：秦野の風景、地域の行事など

「はだの議会だより」第 243号（令和４年２月中旬発行）の
表紙写真を募集します。多くのご応募をお待ちしております。
締め切り： 令和４年１月21日（金）必着
応募方法： 所定の申し込み用紙に記入し、

持参、郵送、またはメール

　

定
例
会
開
会
日
の
９
月
７
日
に
、
申
し
合

わ
せ
に
よ
り
今
井
実
議
長
、
露
木
順
三
副
議

長
の
任
期
が
満
了
し
た
こ
と
に
伴
い
、
新
た

な
議
長
は
投
票
に
よ
り
、
副
議
長
は
指
名
推

選
に
よ
り
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
小
菅
基
司
議
員
（
自
民
党
・

新
政
ク
ラ
ブ
）
が
第
66
代
議
長
に
、
谷
和
雄

議
員
（
創
和
会
）
が
第
70
代
副
議
長
に
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

小
菅
基
司
議
員
は
、
昭
和
40
年
生
ま
れ
。

議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
、
監
査
委
員
な
ど

を
歴
任
。

　

谷
和
雄
議
員
は
、
昭
和
35
年
生
ま
れ
。
文

教
福
祉
常
任
委
員
会
委
員
長
な
ど
を
歴
任
。

谷　和雄 副議長 小菅 基司 議長

令和3年（2021年）11月14日（日）
発行：秦野市議会　編集：議会報編集委員会
〒257-8501 神奈川県秦野市桜町一丁目３番２号
☎0463-82-9652 こちらからも

アクセスできます

第242号

秦野市議会
議会だよりへの意見を
お待ちしております

◆議案審議 １・７面
◆決算審査 ２・３面
◆一般質問 ４・５・６・７面
◆議会の動向 ５面
◆陳情 ７面
◆審議結果一覧表 ８面
◆第４回（12月）定例会日程 ８面

主 な 内 容

令和４年１月から「通年の会期」へ移行します
委員会提出議案第３号　秦野市議会の会期等に関する条例を制定することについて
委員会提出議案第４号　秦野市議会会議規則の一部を改正することについて
委員会提出議案第５号　議会の委任による市長の専決処分について
▼要　旨
　市民ニーズの多様化や新型コロナウイルス感染症
の拡大により、市民の意見をより迅速かつ的確に市
政へ反映する必要性が高まってきている。
　そのため、通年会期制を導入することにより二元
代表制の一翼を担う議会のさらなる機能強化を図り、
常に議会の活動を可能として、常任委員会の専門性
・機動性を最大限に生かし、議会からの積極的な政
策提言につなげるよう、制定または改正するもの。
　また、通年会期制の導入に当たり、市長が専決処
分できる項目を改めるもの。
　なお、この条例と規則は、令和４年１月１日から
施行し、市長の専決処分についての議決の効力は、
同日から生じるもの。
▼採決の結果　本会議　原案可決（賛成全員）

『秋の訪れ』撮影者：県立秦野高等学校写真部　原 脩真さん（撮影場所 菜の花台園地展望台周辺）

５月と 11 月発行号の表紙写真については、市内県立高校
写真部の生徒の作品を提供していただいています。

詳しくはこちらから ➡

※臨時会議は審議する案件がある場合に議長が開く

1月
会
期閉会 閉会 閉会 閉会 閉会会期 会期 会期 会期

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 １2月
こ
れ
ま
で 定例会 定例会

臨
時
会 定例会 定例会

会　　　　期通
年
の
会
期

定例月
会議

定例月
会議

定例月
会議

定例月
会議

臨時
会議

※

通年の会期になると

会　期 議会が活動可能な期間のことです

会期が１年間となる中で、４回の定
例月会議（３月・６月・９月・12月）
を基本とし、集中的に審議を行いま
す。一方で、緊急性の高い案件につ
いては「臨時会議」を開催して審議
します。
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国民健康保険事業特別会計

▲

本会議での反対討論
　コロナ禍で経済状況が悪化する中、
滞納者への資格証明書の発行をやめ
るべきであることなどから反対する。▲

本会議での賛成討論
　国民健康保険税の※不納欠損額が
市税より大きい理由について、市民
に説明することを要望し賛成する。▲

採決の結果
　委員会　認　定（賛成多数）
　本会議　認　定（賛成多数）

介護保険事業特別会計
生活支援体制整備事業費について

問　地域の支え合いによる移動支援
を継続的な取り組みとするためには、
ドライバーの担い手を増やしていく
ことが重要であるが、地域支え合い
型認定ドライバー養成研修の状況は
どのようか。

水 道 事 業 会 計
建設改良費について

要望　新型コロナウイルス感染症拡
大に伴う水道料金収益の減少が見込
まれ、導水管送水管耐震化工事など
１億円を超える工事の執行を見送っ
たとのことだが、執行停止が市内事
業者に与える影響は大きく、地域経
済を鑑みて検討してほしい。▲

本会議での反対討論
　滞納者に対し、生きるために必要
な水を給水停止していることなどか
ら反対する。▲

本会議での賛成討論
　CO2排出量の削減に向け、他市か
らの再生可能エネルギー調達につい
て検討することを要望し、賛成する。▲

採決の結果
　委員会　可決および認定（賛成全員）
　本会議　可決および認定（賛成多数）

＊　　＊　　＊

若者の声を活用したまちづくりについて

問　令和２年度に策定した総合計画
「はだの2030プラン」の検討に当
たっては、若者の参画を意識したと
のことだが、その状況と若者の声を
生かすための連携事業の取り組みは
どのようか。
答　高校生以上の若者世代にワーク
ショップや地域の会議へ参加しても
らい、広範な意見の反映に努めた。
また、３年７月に実施された高校生
議会の開催を支援し、陳情の提出に
つながった。今後も若者の声に耳を
傾け、まちづくりに取り組みたい。

山岳スポーツの聖地を目指した
取り組みについて

問　コロナ禍の中でのスタートとな
った「はだの丹沢クライミングパー
ク」については、既に市内外から多
くの利用がなされていると聞く。令
和２年度における状況と、今後の見

令和2年度
決算審査

　９月９日の本会議で、令和２年度の「一般会計決算」のほか「国民健康保
険事業」、「介護保険事業」、「後期高齢者医療事業」の３特別会計決算の認
定とともに、企業会計である「水道事業会計」と「公共下水道事業会計」の
剰余金の処分と決算の認定についての各議案を予算決算常任委員会に付託
しました。
　同委員会では、９月14日に総括質疑と歳入の質疑、15日に総務分科会、
16日に文教福祉分科会、17日に環境都市分科会を開催し、令和２年度決
算の審査を慎重に行いました。　　　　　（以下、質疑などの要旨を掲載）

総 質括 疑
通しはどのようか。
答　２年度は一定の利用制限を設け
た中、１万８千人を超える来場を得
た。今後は、県立山岳スポーツセン
ターの指定管理者による管理運営体
制に移行したいと考えており、表丹
沢魅力づくり構想を踏まえ、国内有
数のスポーツクライミングの拠点と
して、さらなる活用を図りたい。

コロナ対策について

問　新型コロナウイルス感染者の増
加により、自宅での療養を余儀なく
された人への支援体制はどのようか。
また、ワクチン接種は令和３年４月
から始まったが、接種に向けた準備
はどのようか。
答　自宅療養者に向け、県の配食サ
ービス開始までの間、食料品などの
提供やごみの回収などの支援を行っ
た。ワク
チン接種
について
は、３年
４月から
の接種開
始に向け、
感染症対

策担当を設置し、集団接種会場での
運営訓練などを実施した。

地球温暖化対策について

問　本市はCO2 排出量を 2030 年
までに 2013 年比で 46％削減する、
ゼロカーボンシティへの挑戦を表明
した。併せて改定された第３次環境
基本計画における位置付けと、今後
の取り組みはどのようか。
答　第３次環境基本計画では気候変
動への対応などについて方向性を示
し、令和３年度は地球温暖化対策実
行計画の策定を進めている。CO2
排出量の削減に向け、市民の行動が
課題解決につながるような、本市な
らではの取り組みを検討したい。

企業債残高の適正な管理について

問　企業債は管路の耐震化などを進

答　令和２年度は認定ドライバー養
成研修の受講者38人のうち、23人
がボランティア活動に興味を持って
おり、研修の修了者にはボランティ
アとして活躍してもらうなど、実際
の活動につなげることで、担い手の
拡大に努めている。▲

採決の結果
　委員会　認　定（賛成多数）
　本会議　認　定（賛成多数）

後期高齢者医療事業特別会計

▲

採決の結果
　委員会　認　定（賛成多数）
　本会議　認　定（賛成多数）

歳入 質疑の

歳入決算額について

問　※量
りょうしゅつせいにゅう
出制入の原則を踏まえ、

膨張した歳入に対する考えはどうか。
答　コロナ禍により歳入決算額が増
えたが、全国的な傾向として社会保
障費の増加と連動するものと考える。

める上で必要であるが、元利償還は
水道事業経営を圧迫する要因となる。
企業債の発行抑制と残高の計画的な
縮減への取り組みはどのようか。
答　直近の 10 年間で約 10 億円の
残高縮減を図った。今後は県水を送
水する幹線管路の耐震化を促進する
ため、一時的に借入れ額が増える見
通しではあるが、令和 12年度まで
に約16億円の縮減を見込む。

公共下水道事業会計

浄水管理センター管理事業費について

意見　本市の行政活動により排出さ
れるCO2 の量において、上下水道
局が占める割合は大きく、計画的に
排出量を削減できるよう、早急な検
討が必要である。▲

本会議での賛成討論
　下水道汚泥を用いたメタンガス発
電を行う民間事業者との連携を要望
し、賛成する。▲

採決の結果
　委員会　可決および認定（賛成全員）
　本会議　可決および認定（賛成多数）

令和 2 年度各会計決算額
会 計 区 分 歳　　入 歳　　出

一 般 会 計 702億9,690万円 681億8,170万円

水 道 事 業 会 計 30億 430万円 30億3,306万円

公 共 下 水 道 事 業 会 計 52億8,930万円 51億7,126万円

国民健康保険事業特別会計 162億6,611万円 162億4,635万円

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 125億8,642万円 124億5,131万円

後期高齢者医療事業特別会計 24億6,050万円 23億2,441万円

計 1,099億 349万円 1,074億 805万円
※令和元年度に比べると、歳入決算額は87億5,381万円の増（+20.6％）、歳出決算額は81億
456万円の増（+20.4％）でした。 ※決算額については全て万円未満切り上げ。 ※端数処理
の関係上、各会計決算額を積み上げても合計と合いません。

はだの丹沢クライミングパーク

行政活動から生じるCO2排出量にも着目を
（写真は浄水管理センター内の汚泥乾燥システム）

地域支え合い型の移動支援である「とちくぼ買い物クラブ」

コロナ禍における支援の強化を
（自宅療養者への支援物品）

総
合
計
画
策
定
に
合
わ
せ
、

43
年
ぶ
り
に
都
市
像
を
改
定

※量出制入…「出るを量って入るを制す」ことで、歳出を決めてから歳入を決めることを指す。
※不納欠損…未納となっている市の債権（市税や公課など）について、滞納者の生活困窮や居所不明などにより徴収の見通しが立たない場合に、未収金から除く処分のこと。

用語解説
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▲
本会議での反対討論
　環境を破壊する新東名高速道路の整備を推進し
ていることや、重度障がい者への医療費助成につ
いて年齢や所得の制限を撤廃すべきであることな
どから反対する。▲

本会議での賛成討論
　コロナ禍による市内経済の落ち込みで、市税収
入が減少する一方、社会保障費の増加は続き、経
常収支比率が０.４ポイント上昇するなど財政の
硬直化が進んでいるが、不測の事態に備えるため、
財政調整基金へ７億円を編入するなど、持続可能
な財政運営であったと考える。
　このような中、ワクチン接種体制の整備など新
型コロナウイルス感染症の拡大防止へ適切に取り
組んだだけでなく、令和２年度に策定した市政の
根幹となる総合計画「はだの2030プラン」を基
本とし、ゼロカーボンシティの宣言や表丹沢魅力
づくり構想の策定など、本市の特性を生かした施
策のほか、重点事業である中学校給食の完全実施
の推進が図られた点を評価する。
　今後は、新型コロナウイルス感染症の影響を受
けた市内経済への支援のほか、低所得者や子育て
世帯などの社会的弱者に対する生活支援など、社
会的なニーズを十分に捉え、ウィズコロナを前提
にした事業の最適化を図ってほしい。▲

採決の結果
　委員会　認　定（賛成多数）
　本会議　認　定（賛成多数）

一 会般 計
総 務 分 科 会

企画事務費について

問　新総合計画の策定に向けた地区
別のタウンミーティングを新型コロ
ナウイルス感染症対策として、市の
公式ユーチューブ「秦野モーピク」
を活用し、オンライン形式に切り替
えたとのことだが、その効果はどの
ようか。
答　投稿された動画を時間や場所を
問わず見ることができるというメリ
ットに加え、意見の募集期間を延ば
したことにより、前回策定時の 28
件を大きく超える 123 件の意見が
あり、うち 53 件を計画に反映する
ことができた。

市民活動支援事業費について

問　地域課題の解決などを目的とし、
令和２年度は２件の市民提案型協働
事業が実施された。自身の経験や知
識を生かして地域に貢献したい人が、
より活動しやすい環境整備を進める
必要があると考えるが、どうか。
答　はだの市民活動団体連絡協議会
が団体の活動内容を紹介するほか、
市民提案型協働事業の募集時には、

広報はだのなどを用いて周知してい
るが、今後も、市民活動団体との連
携を密にすることで、多様な地域課
題の解決に努めていきたい。

施設の維持管理に対する
予備費の充用について

意見　設置から40年が経過したほ
うらい会館の受水設備が故障したた
め、修繕にかかる費用に予備費を充
用したとのことだが、「秦野市公共
施設保全計画」の対象となっている
重要な設備だけでなく、公共施設内
のさまざま
な設備につ
いても、当
初予算から
計上するこ
とで、計画
的な維持管
理を図るべ
きである。

火災予防啓発経費について

問　全国の住宅火災における死者に
ついて、高齢者の占める割合は 70
％を超える高い水準にある。福祉部
局と連携した火災予防啓発活動が効
果的であると考えるが、取り組みは
どのようか。
答　ひとり暮らしの高齢者に対し、
福祉部局が訪問時に住宅用火災警報
器の設置を呼びかけるとともに、取
り付けがで
きない人に
対する支援
を行ってお
り、過去３
年間で51件
の取り付け
を行った。

文教福祉分科会

母子・父子家庭等相談業務費について

問　コロナ禍において、収入の減少
や育児の悩みなどさまざまな問題を
背景に、女性の自殺者数が増加して
いる。特に、ひとり親家庭における
仕事と育児の両立には苦労が多いと
考えるが、相談件数はどのようか。
答　令和２年度は合計で 4169 件の
相談があり、そのうち生活援護相談
が 2142 件と最も多かった。今後も、
相談者から丁寧に聞き取りを行い、
関係部署と連携しながら寄り添った
支援に取り組んでいく。
意見　児童扶養手当の現況届を提出
する際にアルファ化米を配ったとの
ことだが、配布回数を増やすなど、
備蓄されている防災物品をより有効
に活用し、支援するべきである。

障害児早期療育推進事業費について

要望　発達に遅れのある児童の心身
の成長を促す取り組みの一環として、
たんぽぽ教室を開設しており、現在、
待機児童はいないとのことだが、療
育のニーズは増えていくことが見込
まれるため、今後の対応について、
早い段階から検討してほしい。

学校業務改善推進事業費について

問　「学校業務改善方針」に基づき、
学校における働き方改革を推進する

ため、この事業において、スクール
・サポート・スタッフを市内に 20
人配置したとのことだが、教職員の
負担軽減の状況はどのようか。
答　資料作成やデータ入力、印刷な
どの作業に加え、新型コロナウイル
ス感染症拡大防止のために必須とな
った、校内の清掃や消毒作業をスク
ール・サポート・スタッフが担うこ
とで、教職員の負担が軽減されると
ともに、子どもと向き合う時間の確
保につながった。

市史資料保管活用費について

問　令和２年度は、昔の秦野の風景
を写した写真のデジタル化を実施し
たとのことであるが、14巻ある秦
野市史などの冊子についても、デジ
タル化を行い、市民に貸し出す考え
はどうか。
答　現在のところ、市史などの冊子
のＤＶＤ化などを行う予定はないが、
デジタル化した資料は、博物館での
タッチパネルによる展示やＨＰでの
紹介などを通して、多くの市民の目
に触れるよう、幅広い活用をしてい
きたい。

環 境 都 市 分 科 会
表丹沢魅力づくり推進事業費について

問　令和２年９月に本市が誇る表丹沢の最大活用
を目指し「表丹沢魅力づくり構想」を策定したが、
事業費が1100万円と高額であった。この事業の
取り組み内容とその効果はどうか。
答　２年度は、構想の策定とその内容をＰＲする
コンセプトブックの作成を中心に行った。目に見
える効果はこれからだが、今後は利用者の視点に
立った効果的な情報の発信と交流にもつながるＨ
Ｐの構築やロゴマーク作成などを行うことで、表
丹沢の魅力の発信に努めたい。
要望　効果的な情
報発信のため、タ
ーゲットの絞り込
みのほか、若者の
声を取り入れ、双
方にメリットが感
じられるよう取り
組んでほしい。

農作物被害防除事業費について

問　有害鳥獣による農作物被害を防止するに当た
り、令和２年度にドローンを活用した重点対策事
業を蓑毛地域など３地域において実施したとのこ
とだが、その効果はどうか。
答　ドローンの活用により地域の実情を十分に把
握することができるため、鳥獣の潜み場をなくす
ためのやぶ払いや、餌となる果樹の伐採などの対

策を効果的に実行
できた。また、ド
ローンを夜間飛行
させることで、鳥
獣の出没を抑制さ
せるなどの効果が
あった。
要望　広域獣害防護柵の点検においてドローンを
組み合わせ、補修箇所を把握するなど、さらなる
活用を検討してほしい。

空家等対策事業費について

問　限られた予算額の
中でも、管理不全空家
対策や空家バンクの開
設など、一定の成果を
上げたと評価するが、
所有者が特定できない
ことや老朽化が激しい
物件などに対する取り
組みはどのようか。
答　戸籍調査などによ
り法定相続人を特定し、是正を促すなど改善を図
っているが、相続放棄などで所有者のいない空き
家については改善が見込めず、周囲に危険が及ぶ
恐れのある場合には、緊急処置を行い、安全を確
保していく。
要望　空き家の発生予防を目的とした「住まいの
エンディングノート」について高齢者の関心は高
く、ひとり暮らしの高齢者などに対する相談窓口
を設置し、より丁寧な対応に努めてほしい。

討 論

表丹沢魅力づくり構想

鳥獣対策へのドローン活用を

高齢者への丁寧な対応を
（住まいのエンディングノート）

住
宅
用
火
災
警
報
機

相
談
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を

（
相
談
窓
口
の
あ
る
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

本町小学校校舎

受水設備の修繕が行われた
ほうらい会館

コロナ禍前の市民ワークショップの様子

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
展
示
が
あ
る

は
だ
の
歴
史
博
物
館
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権
利
者
の
不
安
を
解
消
し

早
期
の
事
業
促
進
を

…「自民党・新政クラブ」は、略称として「自民・新政」と表記しています。会派の表記について

農
業
を
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の

懸
け
橋
と
せ
よ

ブランド力の向上を
（写真は秦野産ジビエと青パパイヤ）

創
　
和
　
会
　
　
　
福
森
　
真
司

一
　
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
の
解
消
に
向

け
た
取
組
に
つ
い
て

問　
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
中
、
情
報
弱

者
へ
迅
速
・
確
実
に
必
要
な
情
報
を
提

供
す
る
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
情
報
通
信

技
術
の
利
用
が
苦
手
な
人
に
は
、
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
取
り
扱
い

を
学
べ
る
講
座
を
受
講
で
き
る
機
会
を

増
や
し
て
い
く
。
ま
た
、
広
報
は
だ
の

や
自
治
会
回
覧
な
ど
、
紙
媒
体
で
の
情

報
提
供
の
充
実
も
図
っ
て
い
く
。

要
望　
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
、
人

に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
を
目
指
し
て
、

さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

二
　
自
然
災
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て

問　
風
水
害
時
の
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
一
定
雨
量
を
超
え
る
降
水
量
が
予

測
さ
れ
た
時
点
で
職
員
を
参
集
し
、
現

無
　
所
　
属
　
　
　
吉
村
　
慶
一

一
　
日
韓
友
好
都
市
提
携
に
つ
い
て

問　
戦
後
最
悪
と
言
わ
れ
る
現
在
の
日

韓
関
係
の
中
で
、
小
菅
新
議
長
が
議
長

選
挙
の
所
信
表
明
演
説
に
お
い
て
、
本

市
の
市
民
憲
章
か
ら
説
き
起
こ
し
て
、

韓
国
・
坡パ
ジ
ュ州
市
と
の
連
携
を
一
層
深
め

た
い
と
発
言
さ
れ
た
こ
と
は
、
坡パ
ジ
ュ州
市

英
語
村
中
学
生
派
遣
事
業
を
提
案
し
、

そ
の
事
前
研
修
に
参
加
し
て
き
た
私
と

し
て
は
、
強
く
勇
気
付
け
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
特
に
小
菅
新
議
長
は
秦
野
市

議
会
の
中
で
、
日
韓
友
好
都
市
提
携
に

最
も
批
判
的
で
あ
る
と
私
は
思
っ
て
い

た
の
で
、
こ
の
思
い
は
ひ
と
し
お
で
あ

る
。
そ
こ
で
こ
の
機
を
捉
え
て
執
行
部

に
提
案
す
る
が
、
日
韓
友
好
都
市
提
携

の
新
し
い
事
業
と
し
て
、
本
市
の
市
民

を
短
期
の
留
学
生
と
し
て
、
あ
る
い
は

※
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
採
用
し

場
対
応
の
遅
れ
を
防
ぎ
、
河
川
水
位
や

雨
量
の
監
視
、
現
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
消
防
団
や
一
般
社

団
法
人
秦
野
建
設
業
協
会
と
も
連
携
し
、

対
応
し
て
い
る
。

要
望　
今
後
さ
ら
に
災
害
の
激
甚
化
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
関
係
各
所
と
情
報

た
後
に
、
職
員
派
遣
と
し
て
１
年
ほ
ど

坡パ
ジ
ュ州
市
に
派
遣
す
る
事
業
を
提
案
す
る

が
、
考
え
は
ど
う
か
。
目
的
は
、
日
韓

友
好
都
市
提
携
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す

る
こ
と
と
、
相
手
方
の
事
情
の
調
査
に

あ
る
。

答　
平
成
28
年
度
に
中
学
生
の
交
流
事

業
で
本
市
に
き
た
青
年
が
現
在
留
学
生

と
し
て
来
日
し
て
お
り
、
秦
野
・
坡パ
ジ
ュ州

創
　
和
　
会
　
　
　
原
　
　
　
聡

一
　
ジ
ビ
エ
利
用
の
未
来
に
つ
い
て

問　
農
作
物
へ
の
鳥
獣
被
害
が
営
農
意

欲
の
低
下
を
も
た
ら
し
て
い
る
が
、
本

市
の
野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
は
ど
う
か
。

答　
令
和
２
年
度
の
農
作
物
被
害
額
は

約
３
８
７
９
万
円
で
あ
っ
た
。

問　
防
除
や
捕
獲
、
や
ぶ
払
い
な
ど
の

環
境
整
備
に
加
え
、
鳥
獣
害
に
強
い
青

パ
パ
イ
ヤ
栽
培
に
協
力
し
て
い
る
農
家

の
思
い
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
、
学
校

給
食
へ
の
活
用
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
生
産
量
な
ど
の
課
題
も
あ
る
と
考

え
る
が
、
献
立
を
含
め
て
給
食
に
取
り

入
れ
る
方
法
に
つ
い
て
研
究
し
た
い
。

問　
市
内
に
お
け
る
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
や

イ
ノ
シ
シ
の
肉
に
よ
る
ジ
ビ
エ
に
関
す

る
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
秦
野
商
工
会
議
所
で
は
ジ
ビ
エ
振

興
の
第
一
人
者
を
講
師
に
招
き
、
ジ
ビ

エ
料
理
の
セ
ミ
ナ
ー
と
試
食
会
を
開
催

す
る
な
ど
、
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。

問　
ジ
ビ
エ
利
用
試
行
事
業
の
現
況
と

今
後
の
展
望
は
ど
う
か
。

答　
市
外
の
２
施
設
に
ジ
ビ
エ
処
理
加

工
業
務
を
委
託
す
る
こ
と
で
、
止
め
さ

し
後
、
捕
獲
し
た
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
速

や
か
な
搬
入
が
可
能
と
な
っ
た
。
パ
ッ

市
民
ク
ラ
ブ
　
　
野
々
山
　
静
香

一
　
安
全
・
安
心
な
通
学
路
に
つ
い
て

問　
千
葉
県
八
街
市
の
通
学
路
で
の
事

故
を
踏
ま
え
た
本
市
の
対
策
は
ど
の
よ

う
か
。
ま
た
、
通
学
路
全
般
の
見
直
し

や
変
更
に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
う
か
。

答　
学
校
か
ら
改
善
要
望
が
あ
っ
た
も

の
の
、
大
規
模
工
事
の
必
要
性
な
ど
に

よ
り
、
施
設
整
備
に
時
間
を
要
す
る
箇

所
は
速
や
か
な
代
替
案
を
検
討
す
る
こ

と
と
し
、
施
設
整
備
の
優
先
度
を
整
理

す
る
た
め
の
対
応
基
準
の
作
成
、
予
算

編
成
や
国
庫
要
望
な
ど
に
反
映
す
る
た

め
の
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
秦
野
警
察
署
や
ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
か
ら
は
、
多
少
、
遠
回
り

で
も
よ
り
安
全
な
道
路
を
通
学
路
と
す

る
こ
と
が
効
果
的
と
の
指
摘
が
あ
り
、

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

二
　
子
育
て
世
代
の
接
種
に
つ
い
て

問　
幼
児
を
連
れ
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

希
望
す
る
人
が
、
落
ち
着
い
て
接
種
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス

や
保
育
士
の
配
置
、
親
子
接
種
ブ
ー
ス

な
ど
の
設
置
が
子
育
て
支
援
の
充
実
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
た
め
、
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

自
民
・
新
政
　
　
　
相
原
　
　
學

一
　
産
業
利
用
促
進
ゾ
ー
ン
と
周
辺
の

整
備
に
つ
い
て

問　
新
東
名
高
速
道
路
の
進
捗ち
ょ
くに
対
し
、

戸
川
土
地
区
画
整
理
事
業
計
画
案
へ
の

仮
同
意
が
約
７
割
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

残
り
３
割
の
権
利
者
の
理
解
を
得
て
、

令
和
４
年
度
末
に
土
地
区
画
整
理
組
合

を
設
立
す
る
た
め
の
方
策
は
ど
う
か
。

答　
権
利
者
が
不
安
に
感
じ
る
住
宅
移

転
な
ど
の
補
償
内
容
に
つ
い
て
具
体
的

な
協
議
を
行
う
た
め
に
は
、
業
務
代
行

予
定
者
の
選
定
が
必
要
と
な
る
。
ま
ず

は
予
定
す
る
３
年
11
月
の
選
定
を
目
指

し
、
事
業
へ
の
理
解
に
つ
な
げ
た
い
。

問　
３
年
４
月
に
矢や
つ
ぼ坪
沢
の
整
備
を
促

進
す
る
会
か
ら
、
早
期
の
整
備
に
つ
い

て
要
望
書
が
提
出
さ
れ
た
。
①
整
備
に

当
た
り
自
然
へ
の
配
慮
な
ど
の
基
本
的

な
姿
勢
は
、
②
新
東
名
高
速
道
路
の
雨

水
の
矢や
つ
ぼ坪
沢
へ
の
流
入
は
、
ど
う
か
。

答　
①
砂
防
指
定
地
と
し
て
の
安
全
性

に
配
慮
し
つ
つ
、
一
部
樹
木
を
残
す
整

備
方
法
な
ど
を
検
討
し
た
い
。
②
調
整

池
を
整
備
し
、
矢や
つ
ぼ坪
沢
の
流
下
能
力
を

超
え
な
い
設
計
と
す
る
。

問　
戸
川
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
る
会
の
意
見
広
告
に
よ
る
と
、
矢や
つ
ぼ坪

沢
整
備
計
画
は
国
の
多
自
然
川
づ
く
り

の
基
本
指
針
を
守
ら
ず
、
法
律
に
抵
触

す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
ど
う
か
。

答　
矢や
つ
ぼ坪
沢
は
河
川
法
の
適
用
を
受
け

な
い
普
通
河
川
で
あ
り
、
法
に
抵
触
し

な
い
と
考
え
る
が
、
水
路
の
機
能
に
支

障
の
な
い
範
囲
の
中
で
自
然
環
境
に
配

慮
し
た
整
備
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

要
望　
事
業
進
捗ち
ょ
くに
よ
り
誤
解
が
生
じ

る
看
板
の
撤
去
を
働
き
掛
け
て
ほ
し
い
。

一 般 質 問
情
報
手
段
確
保
に
向
け
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い

人
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
に
努
め
よ

今
こ
そ
日
韓
友
好
の

リ
ー
ダ
ー
を
つ
く
ろ
う

友
好
協
会
の
会
員
が
交
流
や
生
活
サ
ポ

ー
ト
を
し
て
い
る
実
例
が
あ
る
。
ま
た
、

県
は
京キ
ョ
ン
ギ幾
道ド

と
人
事
交
流
を
行
っ
て
い

る
。
坡パ
ジ
ュ州
市
英
語
村
中
学
生
派
遣
事
業

の
参
加
者
は
延
べ
１
７
４
人
に
達
し
、

将
来
は
本
市
と
坡パ
ジ
ュ州
市
の
懸
け
橋
に
な

り
た
い
と
希
望
す
る
中
学
生
も
い
る
。

人
材
交
流
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
今

後
、
調
査
・
研
究
し
た
い
。

人に優しいデジタル化を
（試行運用されている自治会ＳＮＳ「いちのいち」）

日韓友好都市提携の推進を
（坡

パジ ュ

州市英語村中学生派遣事業の様子）

ク
さ
れ
た
肉
に
秦
野
産
ジ
ビ
エ
の
ブ
ラ

ン
ド
シ
ー
ル
を
貼
り
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、

ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
て
い
き
た
い
。

要
望　
ブ
ラ
ン
ド
の
認
知
度
を
高
め
る

こ
と
で
、
農
家
が
直
面
す
る
課
題
へ
の

理
解
が
深
ま
り
、
獣
害
に
強
い
地
域
作

り
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

ジ
ビ
エ
の
活
用
と
い
う
命
を
無
駄
に
し

な
い
取
り
組
み
を
、
経
済
・
教
育
・
食

育
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。

新
た
な
視
点
で
の
通
学
路
安
全
対
策
へ
の

仕
組
み
づ
く
り
に
努
め
よ

通学路の安全対策を

秦野丹沢ＳＡ周辺

※会計年度任用職員…地方公務員法の規定に基づき、1年度内（4月1日から翌年3月31日まで）に任用される非常勤一般職の職員のこと。なお、翌年度以降、任用が更新される場合がある。用語解説

議長公務（10月～11月）
議長の主な公務についてお知らせします。
より詳細な公務日程については、市議
会ホームページでも公開しています。 小菅　基司 議長

　一般質問は、９月28日、29日、30日の
３日間行われ、18人の議員が登壇しました。
　一般質問は、４面から７面に掲載されてい
ます。
（質問者の文責により、質問と答弁の要旨を
掲載）
　なお、各議員の記事にあるＱＲコードを読
み込むと、一般質問の動画を視聴できます。
（通信費は利用者の負担となります。）

を
共
有
し
、
市
民
の
安
全
・
安
心
に
つ

な
が
る
取
り
組
み
を
続
け
て
ほ
し
い
。

三
　
市
内
製
造
業
へ
の
支
援
に
つ
い
て

問　
市
内
製
造
事
業
者
に
向
け
た
支
援

は
ど
の
よ
う
か
。

答　
経
営
課
題
・
企
業
マ
ッ
チ
ン
グ
の

無
料
相
談
や
金
融
機
関
、
秦
野
商
工
会

議
所
と
連
携
し
資
金
繰
り
を
支
援
し
た
。

要
望　
ま
ち
の
活
性
化
を
目
指
し
、
必

要
と
さ
れ
る
支
援
策
を
的
確
に
把
握
し

な
が
ら
戦
略
的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

答　
こ
れ
ま
で
の
知
識
や
経
験
か
ら
安

全
・
安
心
、
ス
ム
ー
ズ
な
接
種
を
第
一

に
考
え
、
検
討
し
て
い
く
。

三
　
児
童
・
生
徒
の
接
種
に
つ
い
て

問　
出
欠
席
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、

本
市
の
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
進
級
や
進
学
に
不
利
益
が
生
じ
な

い
よ
う
配
慮
し
、
個
々
の
状
況
に
丁
寧

に
対
応
す
る
。

要
望　
ワ
ク
チ
ン
接
種
所
管
課
と
教
育

委
員
会
が
密
に
情
報
共
有
し
て
ほ
し
い
。

　本会議における一般質問や議案審議をはじめ、常任委
員会などの会議録を会議録検索システムから検索・閲覧
することができます。
　このシステムでは、発言の全てが検索・閲覧
できます。
　多くの皆様からのアクセスをお待ちしてお
ります。 こちらからアクセスできます

▲

本会議と常任委員会の会議録
インターネットで閲覧できます！

○10月
17日（日） 令和３年度秦野市社会福祉功労者表彰式
   秦野市学校給食センター開所式
23日（土） 第13回秦野市植樹祭（副議長代理出席）
○11月
３日（水） 令和３年度秦野市功労者等表彰式
13日（土） 第43回秦野市交通・防犯市民のつどい
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コ
ロ
ナ
禍
で
頑
張
る
女
性
へ
の

理
解
と
支
援
の
輪
を
広
げ
よ
う

温
か
い
支
え
合
い
で

生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
と
フ
ー
ド
ロ
ス
対
策
を

市
長
は
引
き
続
き

市
民
の
期
待
に
応
え
よ

創　
和　
会　
　
　
谷　
　
和
雄

一　
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問　
市
長
は
秦
野
の
将
来
を
見
据
え
、

市
民
と
約
束
し
た
「
５
つ
の
誓
い
」
に

つ
い
て
、
事
業
の
選
択
と
集
中
を
図
り

な
が
ら
、
着
実
に
取
り
組
み
を
進
め
て

公　
明　
党　
　
　
山
下　
博
己

一　
避
難
所
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

問　
誰
も
が
安
心
し
て
避
難
が
で
き
る

避
難
所
の
環
境
整
備
は
重
要
。
特
に
夏

場
の
熱
中
症
対
策
は
大
き
な
課
題
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
体
育
館
へ
エ
ア
コ
ン
や

冷
水
器
の
設
置
を
検
討
し
た
ら
ど
う
か
。

答　
エ
ア
コ
ン
の
設
置
は
、
校
舎
の
建

て
替
え
時
期
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。
冷

水
器
の
設
置
は
、
先
進
自
治
体
の
実
績

や
効
果
を
踏
ま
え
調
査
研
究
す
る
。

問　
避
難
所
へ
の
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
や
、

車
中
泊
避
難
が
で
き
る
体
制
整
備
が
重

要
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答　
風
水
害
で
の
避
難
に
対
し
て
、
ペ

ッ
ト
と
一
緒
に
避
難
が
で
き
る
環
境
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
周
知
す
る
。
車
中
泊
避
難

は
、
新
た
な
事
業
者
と
協
定
を
組
む
な

ど
、
さ
ら
な
る
環
境
整
備
に
努
め
る
。

二　
盛
土
対
策
に
つ
い
て

問　
本
市
の
盛
り
土
に
関
す
る
条
例
は
、

県
条
例
よ
り
厳
し
い
も
の
だ
が
、
そ
れ

で
も
、
現
在
、
是
正
完
了
し
て
い
な
い

盛
り
土
な
ど
が
存
在
し
て
い
る
。
静
岡

自
民
・
新
政　

 　
　
風
間　
正
子

一　
八
重
桜
普
及
の
取
組
に
つ
い
て

問　
八
重
桜
を
低
木
化
す
る
ジ
ョ
イ
ン

ト
栽
培
の
実
証
実
験
が
成
功
し
た
場
合

に
お
け
る
本
市
の
メ
リ
ッ
ト
は
ど
う
か
。

答　
八
重
桜
の
伝
統
を
次
世
代
に
伝
え
、

将
来
的
に
は
摘
み
取
り
体
験
な
ど
の
実

体
験
を
通
し
て
担
い
手
の
確
保
な
ど
に

つ
な
が
る
と
と
も
に
、
桜
の
ま
ち
と
し

て
の
発
展
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
る
。

要
望　
桜
漬
け
の
販
売
だ
け
で
な
く
、

市
内
に
見
学
で
き
る
加
工
施
設
が
で
き

れ
ば
、
新
た
な
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
一

助
に
な
る
た
め
、
実
証
実
験
を
行
う
団

体
へ
の
支
援
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

公　
明　
党　
　
横
山
む
ら
さ
き

一　
女
性
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
に
つ
い
て

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
は
、
女
性
の
雇
用
に
大
き
な
影
響

を
与
え
、
特
に
非
正
規
で
働
く
女
性
は

収
入
減
に
よ
り
経
済
的
・
精
神
的
に
追

い
詰
め
ら
れ
て
い
る
。
①
子
育
て
や
介

護
を
し
て
い
て
も
、
生
活
状
況
に
合
わ

せ
て
働
け
る
テ
レ
ワ
ー
ク
を
推
進
し
、

デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
も
視
野
に
、
ひ

と
り
親
の
就
労
に
対
す
る
資
格
の
取
得

創　
和　
会　
　
　
横
溝　
泰
世

一　
教
育
行
政
に
お
け
る
教
育
基
本
法

と
教
育
大
綱
に
つ
い
て

問　
教
育
基
本
法
が
制
定
さ
れ
て
か
ら

70
年
が
経
過
し
、
こ
の
間
、
平
成
18
年

に
は
全
文
が
改
正
さ
れ
た
。
そ
の
背
景

と
し
て
青
少
年
の
凶
悪
犯
罪
の
増
加
な

ど
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
改
正
の
中

で
は
市
町
村
に
教
育
大
綱
と
教
育
振
興

計
画
の
策
定
を
求
め
て
い
る
が
、
現
実

は
国
家
権
力
が
介
入
し
た
振
興
計
画
の

細
部
に
わ
た
る
指
針
を
参
酌
す
る
こ
と

と
し
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
独
自

の
方
向
性
が
出
せ
て
い
な
い
も
の
と
考

え
る
。
本
市
の
教
育
大
綱
・
現
場
教
育

に
つ
い
て
市
長
の
考
え
は
ど
う
か
。

答　
市
民
と
の
協
働
・
連
携
の
下
で
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
寄

与
す
る
た
め
、
今
後
と
も
教
育
の
政
治

的
な
中
立
性
を
確
保
し
た
中
で
教
育
長

・
教
育
委
員
会
と
し
っ
か
り
連
携
し
、

教
育
施
策
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

問　
教
育
長
の
立
場
か
ら
、
教
育
施
策

の
推
進
に
お
け
る
考
え
は
ど
う
か
。

答　
学
校
は
も
と
よ
り
家
庭
・
地
域
と

き
た
。
特
に
中
学
校
給
食
の
完
全
実
施

に
つ
い
て
は
、
民
間
活
力
を
最
大
限
に

生
か
し
た
秦
野
方
式
を
採
用
し
、
全
国

的
に
も
例
を
見
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
、
財

政
負
担
を
極
力
抑
え
た
、
質
の
高
い
実

現
が
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
、
令
和
３

年
４
月
に
は
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
下
、
多
く
の
市
民
と
共
に
つ
く
り
上

げ
た
総
合
計
画
「
は
だ
の
２
０
３
０
プ

ラ
ン
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
れ
ま
で

市
長
と
し
て
歩
ん
だ
道
の
り
の
総
括
と
、

今
後
の
政
治
姿
勢
は
ど
の
よ
う
か
。

答　

市
長
に
就
任
し
て
以
来
、
常
に

「
有
言
実
行
、
率そ
っ
せ
ん先
垂す
い
は
ん範、
積
極
果
敢
」

の
リ
ー
ダ
ー
像
を
胸
に
刻
み
、
市
の
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

中
学
校
給
食
の
完
全
実
施
な
ど
、
実
現

二　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
生
活
困
窮
者

へ
の
支
援
に
つ
い
て

問　
令
和
３
年
８
月
に
食
料
支
援
事
業

「
は
だ
の
に
こ
に
こ
フ
ー
ド
マ
ー
ケ
ッ

ト
」
を
実
施
し
、
多
く
の
食
料
品
や
子

供
服
な
ど
が
集
ま
っ
た
が
、
関
係
団
体

と
の
連
携
と
今
後
の
予
定
は
ど
う
か
。

答　
事
業
の
趣
旨
に
賛
同
し
た
市
内
企

業
や
団
体
な
ど
か
ら
支
援
が
届
い
た
。

10
月
に
は
、
秦
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

の
主
催
に
よ
り
、
西
公
民
館
と
お
お
ね

ふ
れ
あ
い
館
で
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

要
望　
庁
内
の
部
が
連
携
し
、
縦
割
り

で
は
な
く
事
業
が
実
施
で
き
、
職
員
が

実
態
を
把
握
で
き
た
こ
と
が
良
か
っ
た
。

を
勧
め
る
な
ど
、
教
育
訓
練
か
ら
就
労

ま
で
の
本
市
の
支
援
策
は
、
②
生
活
困

窮
者
へ
の
食
糧
支
援
に
つ
い
て
は
定
期

開
催
を
望
む
声
が
多
く
、
支
援
情
報
の

一
元
化
を
望
む
が
、
民
間
企
業
と
の
連

携
は
、
ど
の
よ
う
か
。

答　
①
母
子
家
庭
等
自
立
支
援
給
付
金

事
業
の
中
で
、
令
和
３
年
度
に
限
り
修

学
期
間
が
短
縮
さ
れ
た
。
対
象
が
情
報

系
民
間
資
格
の
取
得
に
拡
大
さ
れ
、
周

知
や
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
丁
寧
に
支
援
す

る
。
②
民
間
支
援
の
輪
を
広
げ
、
支
援

を
受
け
や
す
い
仕
組
み
を
つ
く
り
た
い
。

要
望　
生
理
用
品
が
無
償
で
提
供
さ
れ

る
民
間
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
て
ほ
し
い
。

二　
水
泳
授
業
に
つ
い
て

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
２
年
続
け
て
水
泳
授

の
協
働
・
連
携
が
不
可
欠
で
あ
り
、
今

後
と
も
、
一
層
、
声
な
き
声
を
真し
ん
し摯
に

受
け
止
め
、
市
民
が
生
涯
学
び
、
活
躍

で
き
る
よ
う
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
と

発
展
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

意
見　
学
習
と
は
、
子
ど
も
た
ち
が
自

ら
知
識
を
探
求
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ

れ
を
支
援
す
る
こ
と
が
教
育
と
考
え
る
。

子
ど
も
た
ち
が
お
互
い
に
助
け
、
学
び

合
う
こ
と
は
学
力
向
上
に
も
つ
な
が
り
、

和
気
あ
い
あ
い
と
人
格
形
成
を
図
る
た

め
に
も
、
本
市
の
特
色
あ
る
教
育
の
計

画
・
推
進
に
つ
な
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

強制力を持った条例の整備を
（本市の緊急消防援助隊が派遣された静岡県熱海市の土石流の現場）

市長の任期中に完成した学校給食センター

はだのにこにこフードマーケットの様子

民間施設を活用した水泳授業を

子どもたちの学習を支援する特色ある教育の推進を
（写真は教育庁舎）

子
ど
も
た
ち
の
探
求
心
を
助
長
す
る

地
域
の
特
色
あ
る
教
育
振
興
計
画
を

違
法
盛
り
土
か
ら

住
民
の
命
を
守
れ

県
熱
海
市
で
発
生
し
た
盛
り
土
の
問
題

を
踏
ま
え
、
本
市
で
も
強
制
力
の
あ
る

さ
ら
な
る
条
例
の
見
直
し
が
必
要
と
考

え
る
が
、
ど
う
か
。

答　
条
例
手
続
き
な
ど
を
行
わ
な
い
事

業
者
に
対
し
、
規
制
強
化
で
き
る
仕
組

み
や
土
砂
災
害
警
戒
区
域
内
の
規
制
強

化
な
ど
、
国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
、

条
例
の
見
直
し
を
検
討
す
る
。

要
望　
違
法
な
盛
り
土
で
住
民
の
尊
い

命
が
脅
か
さ
れ
る
こ
と
は
決
し
て
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
体
制
整
備
を
進
め
て
ほ
し
い
。

が
目
前
に
迫
っ
て
い
る
も
の
も
あ
れ
ば
、

表
丹
沢
の
魅
力
づ
く
り
の
よ
う
に
こ
れ

か
ら
本
格
化
す
る
も
の
も
あ
り
、
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
、
ふ

る
さ
と
秦
野
を
大
き
く
飛
躍
、
発
展
さ

せ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
は
さ
ら
に

強
く
な
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
、
市
民

の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
ま
い
進
し

て
い
く
こ
と
が
自
身
の
責
務
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
も
市
政
の
か
じ
取
り
役
と
し

て
の
重
責
を
担
っ
て
い
く
覚
悟
で
あ
る
。

意
見　
市
長
に
は
今
後
も
引
き
続
き
、

本
市
の
限
り
な
い
発
展
の
た
め
に
、
市

政
の
か
じ
取
り
役
と
し
て
の
重
責
を
担

っ
て
も
ら
う
こ
と
を
切
に
お
願
い
す
る
。

こ
の
よ
う
な
事
業
を
地
域
の
身
近
な
取

り
組
み
と
す
る
こ
と
で
家
庭
に
あ
る
未

利
用
食
品
の
活
用
に
も
つ
な
が
る
た
め
、

引
き
続
き
支
援
し
て
ほ
し
い
。

三　
４
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
に
つ
い
て

要
望　
若
者
を
含
め
た
多
様
な
世
代
が

集
ま
る
拠
点
を
ま
ち
の
中
に
つ
く
り
、

に
ぎ
わ
い
創
造
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。

議 会 の 動 向
○８月 17日（火） ・代表者会議・議員連絡会・議員研修会
  ・議会運営委員会・議会運営委員会小委員会
  ・議会報告会検討会
 31日（火） ・議案送付・議会報告会検討会
○９月 ３日（金） ・代表者会議・議会運営委員会・議会運営委員会小委員会
 ７日（火） ・市議会第３回定例会開会 【傍聴者数１人】
  ・代表者会議・追加議案送付・議会運営委員会
 ９日（木） ・本会議（議案審議） 【傍聴者数２人】
  ・総務常任委員会
  ・文教福祉常任委員会 【傍聴者数１人】
  ・環境都市常任委員会・予算決算常任委員会
  ・議会運営委員会 【傍聴者数１人】
 14日（火） ・予算決算常任委員会（総括質疑及び歳入の質疑）
   【傍聴者数５人】
  ・代表者会議・議会運営委員会
 15日（水） ・予算決算常任委員会（総務分科会・令和２年度決算） 
 16日（木） ・予算決算常任委員会（文教福祉分科会・令和２年度決算）
 17日（金） ・予算決算常任委員会（環境都市分科会・令和２年度決算）
   【傍聴者数１人】
 21日（火） ・総務常任委員会
  ・予算決算常任委員会（総務分科会）　
  ・議会運営委員会
 22日（水） ・文教福祉常任委員会 【傍聴者数12人】
  ・予算決算常任委員会（文教福祉分科会）
   【傍聴者数１人】
 24日（金） ・環境都市常任委員会 【傍聴者数１人】
  ・予算決算常任委員会（環境都市分科会）
   【傍聴者数１人】
 28日（火） ・本会議（一般質問） 【傍聴者数32人】
  ・代表者会議・議会運営委員会
 29日（水） ・本会議（一般質問） 【傍聴者数45人】
 30日（木） ・本会議（一般質問） 【傍聴者数34人】
  ・追加議案送付
○10月 ５日（火） ・議会運営委員会・予算決算常任委員会
  ・市議会第３回定例会閉会 【傍聴者数２人】
  ・臨時議員連絡会・議会運営委員会
  ・議会報編集委員会・議会運営委員会小委員会
  ・議会報告会検討会
 ６日（水） ・秦野市伊勢原市環境衛生組合議会第３回定例会
 15日（金） ・代表者会議・議会運営委員会
  ・議会運営委員会小委員会・政治倫理審査会
○11月 ２日（火） ・政治倫理審査会・議会報告会検討会
 ５日（金） ・議会報編集委員会・議会運営委員会
  ・議会運営委員会小委員会
 11日（木） ・第７回議会報告会（文教福祉常任委員会所管）
 12日（金） ・第７回議会報告会（環境都市常任委員会所管）
  ※ 総務常任委員会所管部分については、11月

20日（土）を予定

業
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
海
や
川
の

水
難
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
水
泳
授
業
は

必
要
だ
が
、
利
用
の
少
な
い
プ
ー
ル
の

維
持
管
理
費
は
毎
年
多
額
で
あ
り
、
民

間
施
設
の
活
用
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答　
小
・
中
学
校
の
プ
ー
ル
の
水
は
、

校
庭
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
や
消
防
水
利
、

生
活
用
水
の
役
割
が
あ
る
。
民
間
施
設

の
活
用
に
つ
い
て
は
、
可
能
性
を
探
り

望
ま
し
い
形
の
授
業
を
研
究
し
た
い
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
の
見
え
る
化
と

自
宅
療
養
の
支
援
の
強
化
を

菩
提
で
良
質
な
小
麦
が
と
れ
る
の
に

な
ぜ
北
小
学
校
の
給
食
の
パ
ン
の
小
麦
は
外
国
産
な
の
か

地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て

積
極
的
な
太
陽
光
発
電
の
導
入
を

冬
の
第
６
波
の
到
来
に
備
え

対
策
の
強
化
を

市
民
の
命
を
守
る
た
め

ワ
ク
チ
ン
接
種
と
一
体
に
大
規
模
検
査
を
実
施
せ
よ

特
別
支
援
学
級
の
充
実
の
た
め

臨
床
心
理
士
の
配
置
を
求
め
る

※FIT制度…再生可能エネルギーで発電した電気を、電力会社が一定の価格で定められた期間買い取ることを国が約束する制度のこと。用語解説

無
　
所
　
属
　
　
　
伊
藤
　
大
輔

一
　
地
産
地
消
と
学
校
給
食
に
つ
い
て

問　
平
成
30
年
度
の
小
学
校
給
食
の
食

材
費
は
総
額
約
３
億
８
千
万
円
で
あ
る

が
、
そ
の
内
訳
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
神
奈
川
県
学
校
給
食
会
へ
の
総
支

払
額
は
、
米
、
パ
ン
、
牛
乳
な
ど
約
１

億
４
６
５
０
万
円
で
、
青
果
の
支
払
額

は
約
４
５
５
０
万
円
、
肉
や
魚
な
ど
の

支
払
額
は
、
約
１
億
８
８
４
０
万
円
。

意
見　
青
果
を
地
場
産
率
31
％
で
単
純

計
算
す
る
と
地
元
の
生
産
者
に
落
ち
る

お
金
は
、
た
っ
た
の
１
４
０
０
万
円
。

問　
令
和
２
年
度
に
小
学
校
給
食
で
使

わ
れ
た
お
米
64
㌧
を
、
神
奈
川
県
学
校

給
食
会
か
ら
秦
野
産
に
で
き
な
い
か
。

答　
秦
野
産
だ
け
切
り
分
け
て
納
入
す

る
場
合
、
既
存
の
供
給
シ
ス
テ
ム
に
支

障
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
、
難
し
い
。

意
見　
既
存
の
シ
ス
テ
ム
を
一
部
で
も

変
更
し
よ
う
と
す
る
と
、
関
係
者
の
反

対
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
千
葉
県

い
す
み
市
は
、
４
年
か
け
て
地
元
産
の

有
機
米
１
０
０
％
の
学
校
給
食
を
実
現

日
本
共
産
党
　
　
　
佐
藤
　
文
昭

一
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
つ
い
て

問　
介
護
施
設
、
障
が
い
者
施
設
、
保

育
所
な
ど
の
感
染
症
対
策
と
簡
易
抗
原

検
査
キ
ッ
ト
の
配
布
状
況
は
ど
う
か
。

答　
介
護
施
設
、
障
が
い
者
施
設
に
お

い
て
風
邪
の
症
状
が
現
れ
た
場
合
、
常

駐
医
師
や
連
携
医
療
機
関
の
指
示
の
下
、

速
や
か
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
は
、
国

が
対
象
施
設
に
10
セ
ッ
ト
ず
つ
、
保
育

園
な
ど
は
県
が
直
接
各
園
に
園
児
１
人

当
た
り
２
セ
ッ
ト
配
布
し
て
い
る
。

問　
子
ど
も
の
感
染
、
家
庭
内
感
染
へ

の
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
児
童

・
生
徒
の
家
族
に
発
熱
が
あ
っ
て
陽
性

だ
っ
た
場
合
の
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
子
ど
も
に
発
熱
な
ど
の
症
状
が
見

ら
れ
た
場
合
、
登
園
や
登
校
を
さ
せ
ず

に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
を
原
則

と
し
、
補
完
的
な
位
置
付
け
で
あ
る
抗

原
検
査
キ
ッ
ト
で
陽
性
だ
っ
た
場
合
、

家
庭
か
ら
直
接
県
の
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
に

相
談
し
、
指
定
医
療
機
関
を
受
診
し
、

公
　
明
　
党
　
　
　
中
村
　
英
仁

一
　
発
達
障
が
い
児
の
就
学
後
の
対
応

に
つ
い
て

問　
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
し
て
い
る

児
童
・
生
徒
数
が
年
々
増
加
し
て
い
る

が
、
特
別
支
援
教
室
の
現
状
や
教
育
方

針
の
ほ
か
、
課
題
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
こ
の
20
年
間
で
個
別
支
援
を
必
要

と
す
る
児
童
・
生
徒
数
は
６
・
23
倍
と

増
加
し
て
い
る
。
特
別
支
援
学
級
で
は
、

子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
が
持
つ
力
を
伸

ば
せ
る
よ
う
保
護
者
と
連
携
し
て
、
個

別
の
教
育
計
画
を
策
定
し
た
上
で
、
一

人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
課
題
と
し
て
は
、
子
ど

も
た
ち
へ
の
よ
り
適
切
な
支
援
を
行
う

た
め
専
門
的
な
見
立
て
が
必
要
な
場
合

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
丁
寧
な
支
援

無
　
所
　
属
　
　
　
古
木
　
勝
久

一
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ

い
て

問　
近
隣
自
治
体
で
は
ク
ラ
ス
タ
ー
や

療
養
状
況
、
市
役
所
内
の
感
染
者
数
な

ど
を
公
表
し
て
い
る
。
本
市
も
同
様
の

情
報
を
公
表
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
県
が
公
表
し
た
情
報
を
受
け
て
、

で
き
る
限
り
分
か
り
や
す
く
、
市
民
に

提
供
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

問　
自
宅
療
養
に
対
す
る
相
談
か
ら
支

援
の
流
れ
を
分
か
り
や
す
く
周
知
す
べ

き
だ
。
Ｈ
Ｐ
や
「
広
報
は
だ
の
」
で
情

報
を
公
開
し
て
は
ど
う
か
。

創
　
和
　
会
　
　
　
阿
蘇
　
佳
一

一
　
デ
ル
タ
株
の
猛
威
に
つ
い
て

問　
医
師
で
作
家
の
外
岡
立
人
氏
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
空
気
感
染
す

る
と
警
告
し
、
第
６
波
の
到
来
に
備
え

る
べ
き
だ
と
訴
え
て
い
る
。
９
月
30
日

時
点
で
全
国
の
死
者
は
１
万
７
６
２
５

人
、
本
市
の
感
染
者
は
１
５
７
８
人
、

死
者
は
８
人
。
①
国
内
で
は
自
宅
で
亡

く
な
る
例
も
あ
っ
た
が
自
宅
療
養
者
へ

の
支
援
は
、
②
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
夏

季
休
業
明
け
の
影
響
は
、
③
国
内
で
自

宅
療
養
中
の
妊
婦
が
入
院
を
断
ら
れ
新

生
児
が
亡
く
な
っ
た
が
、
本
市
の
救
急

無
　
所
　
属
　
　
　
木
村
　
眞
澄

一
　
減
災
・
防
災
対
策
に
つ
い
て

問　
近
年
、
降
雨
が
局
地
化
、
激
甚
化

す
る
中
、
本
市
に
お
け
る
土
砂
災
害
へ

の
対
策
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定

箇
所
に
お
い
て
、
自
治
会
な
ど
と
の
現

地
確
認
や
避
難
経
路
の
見
直
し
を
行
い
、

防
災
マ
ッ
プ
を
更
新
し
周
知
を
行
う
な

ど
、
防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

二
　
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

問　
化
石
燃
料
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
転
換
に
お
い
て
、
太
陽
光
の

利
用
が
鍵
と
な
る
。
一
般
家
庭
で
の
太

陽
光
発
電
の
普
及
率
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
一
般
社
団
法
人
太
陽
光
発
電
協
会

の
資
料
に
よ
る
と
、
令
和
元
年
度
の
国

内
の
住
宅
用
太
陽
光
発
電
導
入
件
数
は
、

し
た
。
地
産
地
消
と
は
、
市
内
で
収
穫

で
き
る
も
の
は
、
農
家
と
直
接
作
付
け

契
約
を
結
ぶ
と
い
う
こ
と
。
農
業
協
同

組
合
に
全
て
を
お
願
い
す
る
こ
と
で
は

な
い
。

問　
小
・
中
学
校
で
必
要
に
な
る
１
０

０
㌧
の
お
米
を
生
産
す
る
た
め
に
必
要

な
作
付
面
積
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
秦
野
産
「
は
る
み
」
の
収
量
か
ら

換
算
す
る
と
、
20
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。

意
見　
農
家
戸
数
は
約
25
軒
、
予
算
約

６
４
０
０
万
円
で
、
本
市
の
全
小
・
中

学
校
に
お
い
て
有
機
米
１
０
０
％
の
学

校
給
食
が
実
現
で
き
る
。

保
健
所
の
指
導
な
ど
を
受
け
て
い
る
。

二
　
交
通
安
全
施
策
に
つ
い
て

問　
国
道
２
４
６
号
柳
町
交
差
点
に
は

歩
道
橋
が
あ
り
、
令
和
３
年
６
月
の
道

路
舗
装
工
事
完
了
後
に
自
転
車
横
断
帯

が
撤
去
さ
れ
た
。
高
齢
者
な
ど
の
利
用

者
か
ら
は
危
険
な
た
め
自
転
車
横
断
帯

か
横
断
歩
道
を
造
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

声
が
あ
る
が
、
市
と
し
て
管
理
者
に
要

望
す
る
考
え
は
ど
う
か
。

答　
歩
道
橋
と
の
併
設
が
道
路
交
通
法

上
困
難
で
あ
り
、
道
路
管
理
者
、
交
通

管
理
者
双
方
の
許
可
が
必
要
と
な
る
。

体
制
の
構
築
と
、
教
職
員
の
専
門
性
の

向
上
が
あ
る
。

問　
小
・
中
学
校
に
お
い
て
、
支
援
教

育
に
関
す
る
こ
と
を
い
つ
で
も
相
談
で

き
る
環
境
や
、
地
区
ご
と
に
小
単
位
で

の
研
修
な
ど
を
常
時
開
催
で
き
る
環
境

が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
本
市

の
教
育
部
で
専
門
家
の
臨
床
心
理
士
を

雇
う
考
え
は
ど
う
か
。

答　
支
援
教
育
に
関
わ
る
教
職
員
の
専

門
性
の
向
上
は
急
務
と
感
じ
て
い
る
。

臨
床
心
理
士
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
令

和
４
年
度
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
だ
が
、
支
援
が
必
要
な
子
ど

も
に
適
切
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
環

境
整
備
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

要
望　
市
長
の
決
断
で
専
門
家
を
配
置

答　
自
宅
療
養
で
も
安
心
し
て
生
活
が

で
き
る
よ
う
、
公
表
を
検
討
す
る
。

二
　
堀
水
路
の
水
害
対
策
に
つ
い
て

問　
令
和
３
年
７
月
12
日
に
、
神
奈
川

県
湘
南
地
域
県
政
総
合
セ
ン
タ
ー
環
境

部
環
境
調
整
課
と
本
市
は
、
堀
水
路
の

暗
き
ょ
上
の
廃
棄
物
に
つ
い
て
、
現
地

調
査
を
し
て
い
る
が
、
地
元
の
住
民
に

は
知
ら
せ
ず
、
ま
た
、
結
果
も
報
告
し

て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
な
ぜ
か
。

答　
現
地
調
査
の
目
的
は
、
議
会
へ
の

報
告
の
た
め
で
あ
り
、
県
の
見
解
を
踏

ま
え
、
検
証
し
た
も
の
で
あ
る
。

問　
ど
の
よ
う
な
理
由
が
あ
る
に
せ
よ
、

隊
の
対
応
は
、
④
ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー

ト
導
入
の
考
え
は
、
⑤
失
業
な
ど
で
増

加
し
た
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
の
実
績

は
、
⑥
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
風
水
害
な

ど
の
避
難
所
運
営
は
、
ど
う
か
。

答　
①
34
世
帯
56
人
に
食
料
品
の
提
供
、

ご
み
の
戸
別
収
集
な
ど
の
支
援
を
し
た
。

②
新
型
感
染
症
へ
の
不
安
に
よ
る
欠
席

者
は
小
学
校
95
人
、
中
学
校
30
人
だ
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
な
ど
も
活
用
し
学
び

戸
建
て
住
宅
の
約
９
％
で
あ
る
。

問　
家
庭
で
の
機
器
の
設
置
に
は
導
入

コ
ス
ト
が
課
題
の
一
つ
で
あ
る
が
、
本

市
に
お
け
る
補
助
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
平
成
21
年
度
か
ら
25
年
度
に
か
け

て
補
助
を
行
っ
て
い
た
が
、
※
Ｆ
Ｉ
Ｔ

制
度
の
開
始
な
ど
に
よ
り
終
了
し
た
。

要
望　
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
導
入
か
ら
10
年
が

経
過
し
機
器
の
更
新
や
廃
棄
が
増
え
る

と
考
え
る
が
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
に
は
鉛

な
ど
の
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
。
さ
ら
な
る
普
及
啓
発
に

際
し
適
正
な
処
理
も
周
知
し
て
ほ
し
い
。

三
　
福
祉
施
策
に
つ
い
て

要
望　
市
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
包

括
的
に
対
応
す
る
相
談
体
制
が
重
要
で

あ
る
。
令
和
３
年
４
月
に
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
に
設
置
し
た
地
域
共
生
支
援

セ
ン
タ
ー
を
広
く
周
知
し
、
相
談
者
に

寄
り
添
っ
た
支
援
を
継
続
し
て
ほ
し
い
。

地
域
の
主
権
を
無
視
し
た
対
応
で
あ
る
。

県
の
見
解
は
書
面
で
届
い
て
い
る
の
か
。

答　
目
視
に
よ
る
調
査
で
あ
り
、
書
面

は
も
ら
っ
て
い
な
い
。

要
望　
堀
水
路
は
、
過
去
に
水
害
の
歴

史
が
あ
る
。
令
和
元
年
台
風
第
19
号
の

水
害
は
、
想
定
外
で
は
な
く
、
暗
き
ょ

の
上
の
公
共
残
土
な
ど
が
影
響
し
て
い

る
。
今
後
、
地
元
の
要
望
で
あ
る
現
地

調
査
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

を
保
障
す
る
。
③
東
海
大
学
医
学
部
付

属
病
院
を
基
幹
病
院
と
す
る
体
制
が
整

備
さ
れ
て
お
り
、
独
自
の
フ
ロ
ー
チ
ャ

ー
ト
に
よ
り
迅
速
に
搬
送
す
る
。
④
国

の
方
針
が
示
さ
れ
次
第
、
迅
速
か
つ
適

切
に
対
応
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
。

⑤
ア
ル
フ
ァ
化
米
５
５
０
０
食
、
乳
幼

児
用
の
粉
ミ
ル
ク
１
１
０
０
人
分
、
生

理
用
品
１
０
０
セ
ッ
ト
な
ど
を
提
供
し

た
。
⑥
風
水
害
時
は
小
・
中
学
校
11
カ

所
を
新
た
に
避
難
所
と
し
て
開
設
し
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
は
保
健
師
を
派

遣
す
る
。
感
染
症
対
策
の
物
資
な
ど
は
、

全
て
の
避
難
所
に
配
備
し
た
。

す
る
こ
と
も
含
め
、
支
援
教
育
の
充
実

を
前
に
進
め
て
ほ
し
い
。

一
般
質
問
一
般
質
問
は
４
面
・

５
面
・
７
面
に
も
掲
載

（

）

柳町交差点に自転車横断帯の設置を

特別支援教育の充実を

千葉県いすみ市では、2014年度には農家戸数５戸
だったのが、2018年度には23戸へ。また、有機米
と慣行米との差額を一般財源で補っている。

新型コロナウイルスワクチン接種の環境づくりを
（大規模接種会場となった総合体育館）

発熱外来を設置する秦野赤十字病院

再生可能エネルギーへの転換を
（市役所西庁舎屋上のソーラーパネル）
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震
生
湖
生
誕
100
年

整
備
急
務
　
観
光
資
源
に

市
長
は
曽
屋
地
区
に
捨
て
ら
れ
た

盛
り
土
を
除
去
し
住
民
の
命
を
守
れ

　令和３年７月28日に開催された「インハイ～一票に想いを乗せて＠高校生
議会」での提言を基に、学生団体Ｅ４から陳情が提出されました。
　それぞれの陳情が付託された常任委員会では、「子どもたちが共通の目標を
持って、自発的に活動ができる環境
づくりを応援することが、われわれ
市議会の役割である」などの意見が
あり、本会議において、賛成全員で
採択されました。

▼各採決の結果
　委員会　採　択（賛成全員）
　本会議　採　択（賛成全員）

盛り土による土砂災害への対策を
（曽屋地区の盛り土の様子）

日
本
共
産
党
　
　
　
露
木
　
順
三

一
　
コ
ロ
ナ
禍
の
経
済
施
策
に
つ
い
て

問　
対
象
が
狭
め
ら
れ
た
「
快
適
な
住

ま
い
づ
く
り
補
助
金
」
を
以
前
の
形
に

戻
す
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
建
築
事
業

者
の
支
援
を
強
化
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

答　
コ
ロ
ナ
禍
の
地
域
経
済
を
守
る
た

め
、
適
時
、
適
切
な
独
自
支
援
を
行
う
。

二
　
曽
屋
地
区
に
捨
て
ら
れ
た
盛
土
等

の
除
去
に
つ
い
て

問　
静
岡
県
熱
海
市
で
発
生
し
た
土
石

流
の
原
因
が
盛
り
土
だ
っ
た
可
能
性
が

強
ま
り
、
安
全
対
策
が
問
わ
れ
る
。
中

野
自
治
会
か
ら
市
長
へ
曽
屋
地
区
内
に

捨
て
ら
れ
た
盛
り
土
の
除
去
や
既
存
擁

壁
の
か
さ
上
げ
な
ど
に
つ
い
て
３
度
に

わ
た
り
要
望
が
出
て
い
る
が
、
ど
う
か
。

答　
盛
り
土
の
除
去
は
で
き
な
い
。
か

さ
上
げ
は
構
造
と
状
況
を
確
認
し
た
い
。

三
　
千
村
森
林
改
良
事
業
等
か
ら
の
土

砂
流
出
に
つ
い
て

問　
豪
雨
に
よ
り
千
村
森
林
改
良
事
業

地
内
が
崩
れ
、
下
部
に
あ
る
秦
野
の
ホ

タ
ル
を
守
る
会
に
よ
る
蛍
の
育
成
地
が

ほ
ぼ
壊
滅
し
た
。
環
境
保
護
の
た
め
有

自
民
・
新
政
　
　
　
高
橋
　
文
雄

一
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ

い
て

問　
市
内
感
染
者
は
連
日
20
人
超
報
告

さ
れ
て
い
る
。
①
県
内
検
査
陽
性
率
は
、

②
本
市
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
ど
う
か
。

効
な
対
策
を
実
施
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

答　
蛇じ
ゃ
籠か
ご
に
よ
る
土
砂
流
出
予
防
を
事

業
者
に
指
導
す
る
ほ
か
、
市
道
か
ら
の

雨
水
越
流
も
影
響
し
て
お
り
処
理
可
能

な
道
路
構
造
を
担
当
部
署
で
協
議
す
る
。

四
　
矢や

つ
ぼ坪
沢
整
備
事
業
に
つ
い
て

問　
令
和
３
年
３
月
第
１
回
定
例
会
で

は
、
副
市
長
が
「
地
域
の
声
に
耳
を
傾

け
、
意
見
交
換
も
含
め
た
説
明
会
を
実

施
す
る
」
と
答
弁
し
た
が
、
現
在
ま
で

の
６
カ
月
間
の
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
本
日
ま
で
説
明
会
は
開
催
で
き
て

い
な
い
が
年
内
を
目
標
に
調
整
し
た
い
。

答　
①
令
和
３
年
８
月
23
日
か
ら
29
日

ま
で
週
平
均
29
・
06
％
、
９
月
22
日
か

ら
28
日
ま
で
同
６
・
61
％
。
②
３
月
に

集
団
接
種
会
場
の
運
営
訓
練
を
し
、
５

月
23
日
に
65
歳
以
上
の
集
団
接
種
を
開

始
し
た
。
順
次
、
教
職
員
な
ど
の
接
種

を
進
め
、
10
月
中
に
希
望
す
る
12
歳
以

上
の
接
種
を
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

二
　
震
生
湖
周
辺
整
備
に
つ
い
て

問　
貴
重
な
観
光
資
源
で
あ
り
間
も
な

く
生
誕
１
０
０
年
を
迎
え
、
令
和
３
年

３
月
に
震
災
遺
構
の
価
値
が
認
め
ら
れ

国
登
録
記
念
物
と
な
っ
た
が
、
①
記
念

事
業
は
、
②
湖
畔
の
散
策
路
整
備
は
、

③
市い
ち
木き

沢
の
活
用
は
、
ど
の
よ
う
か
。

答　
①
講
演
会
、
地
質
遺
産
の
特
徴
を

記
し
た
解
説
板
設
置
な
ど
、
地
元
団
体

生誕100周年を迎える震生湖の整備を

議
案
第
55
号
　
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

▼
要
　
旨

　

秦
野
市
文
化
会
館
に
つ
い
て
、
新
た

に
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
た
め
、
事

業
者
を
公
募
し
、
文
化
会
館
指
定
管
理

者
選
定
評
価
委
員
会
で
出
さ
れ
た
意
見

を
基
に
検
討
し
た
結
果
、
み
ん
な
の
文

化
会
館
は
だ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
を
指
定

管
理
者
と
し
て
指
定
す
る
も
の
。

　

な
お
、
指
定
期
間
は
、
令
和
４
年
４

月
１
日
か
ら
９
年
３
月
31
日
ま
で
の
５

年
間
と
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
・
要
望

問　
指
定
管
理
者
の
公
募
に
お
い
て
、

４
者
か
ら
事
業
計
画
書
が
提
出
さ
れ
、

選
定
評
価
委
員
会
で
審
査
し
た
と
の
こ

と
だ
が
、
候
補
者
に
決
ま
っ
た
事
業
者

が
評
価
さ
れ
た
点
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
レ
ス
ト
ラ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
活
用
な

ど
、
現
在
の
文
化
会
館
が
抱
え
る
課
題

の
解
決
に
つ
な
が
る
項
目
の
配
点
を
大

き
く
し
た
上
で
採
点
し
た
結
果
、
選
定

し
た
事
業
者
は
、
特
に
地
域
情
報
誌
を

活
用
し
た
情
報
発
信
力
や
市
内
事
業
者

を
中
心
と
す
る
地
域
連
携
が
高
く
評
価

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

要
望　
制
度
移
行
後
の
大
規
模
改
修
に

つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
つ
つ
、
基
本
的
に
は
市

が
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、
実
際
の
改
修

に
当
た
っ
て
は
、
専
門
家
の
視
点
を
取

り
入
れ
る
な
ど
、
し
っ
か
り
と
検
討
し

た
上
で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

コ
ロ
ナ
禍
で
年
間
２
千
万
円
を
指
定

管
理
料
に
上
乗
せ
、
指
定
す
る
緊
急
性

は
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
反
対
す
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

市
直
営
で
あ
っ
て
も
経
費
は
同
じ
で

あ
り
、
収
益
に
よ
っ
て
は
財
政
効
果
も

期
待
で
き
る
こ
と
な
ど
か
ら
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

議
案
第
56
号
　
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

議

案

審

議
議
案
審
議
は

１
面
に
も
掲
載

（

）

令
和
４
年
４
月
か
ら
文
化
会
館・カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク・

お
お
ね
公
園
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

と
協
議
し
て
進
め
る
。
②
秦
野
市
側
は

整
備
進
行
し
て
い
る
が
、
中
井
町
側
も

協
力
体
制
で
進
め
て
い
く
。
③
学
習
教

材
と
し
て
価
値
も
あ
り
周
知
に
努
め
る
。

意
見　
地
元
も
協
力
姿
勢
の
た
め
、
市

も
積
極
的
に
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

三
　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
に
つ

い
て

問　
①
本
市
の
調
査
結
果
の
状
況
は
、

②
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
、
ど
の
よ
う
か
。

答　
①
令
和
元
年
度
と
比
較
し
国
語
は

全
国
平
均
に
近
く
な
り
、
算
数
・
数
学

は
前
回
並
。
②
学
校
で
の
感
染
症
対
策

と
授
業
改
善
の
両
立
は
難
し
く
、
結
果

へ
の
影
響
に
つ
い
て
分
析
し
た
い
。

▼
要
　
旨

　

秦
野
市
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
（
文
化

会
館
、
図
書
館
な
ど
を
除
く
）
と
秦
野

市
立
お
お
ね
公
園
に
つ
い
て
、
新
た
に

指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
た
め
、
事
業

者
を
公
募
し
、
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
及

び
お
お
ね
公
園
指
定
管
理
者
選
定
評
価

委
員
会
で
出
さ
れ
た
意
見
を
基
に
検
討

し
た
結
果
、
ミ
ズ
ノ
グ
ル
ー
プ
を
指
定

管
理
者
と
し
て
指
定
す
る
も
の
。

　

な
お
、
指
定
期
間
は
、
令
和
４
年
４

月
１
日
か
ら
９
年
３
月
31
日
ま
で
の
５

年
間
と
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

環
境
都
市
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　
指
定
管
理
者
制
度
の
効
果
と
し
て
、

民
間
活
力
を
生
か
し
た
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
が
期
待
さ
れ
る
一
方
で
、
運
営

に
か
か
る
経
費
が
増
加
す
る
と
思
わ
れ

る
。
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
経
費
節
減
の
バ

ラ
ン
ス
に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
う
か
。

答　
候
補
者
の
提
案
内
容
は
、
受
付
な

ど
の
運
営
経
費
や
施
設
の
維
持
管
理
費

に
つ
い
て
は
現
在
の
直
営
と
同
じ
だ
が
、

市
職
員
の
人
件
費
に
当
た
る
部
分
を
中

心
に
削
減
す
る
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
つ
い
て
は
自
主
事
業
の
充
実
な
ど

が
図
ら
れ
る
た
め
、
両
立
で
き
る
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

公
の
施
設
の
管
理
は
、
設
置
主
体
が

直
接
行
う
の
が
地
方
自
治
法
の
本
旨
で

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
反
対
す
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

提
案
の
あ
っ
た
事
業
者
に
よ
る
自
主

事
業
の
実
現
に
向
け
、
厳
し
く
交
渉
す

る
こ
と
を
要
望
し
、
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

令３陳情第９号

 
令３陳情第10号

11号

学生団体“Ｅ４”からの陳情を賛成全員で採択
　議会内の役職が変わりました　 議会役職構成一覧

（◎委員長　○副委員長）
議　　　長 　小菅　基司
副　議　長 　谷　　和雄

常
任
委
員
会

総　　務（８人） ◎相原　學　○原　　聡　木村眞澄　露木順三
　谷　和雄　　山下博己　高橋文雄　大野祐司

文教福祉（８人） ◎野々山静香　○中村英仁　伊藤大輔　佐藤文昭
　川口　薫　　風間正子　阿蘇佳一　諸星　光

環境都市（７人） ◎福森真司　○八尋伸二　吉村慶一　古木勝久
　今井　実　　横山むらさき　横溝泰世

予算決算（23人）
（議長を除く全議員）

◎谷　和雄
○相原　學（総務常任委員会委員長）
○野々山静香（文教福祉常任委員会委員長）
○福森真司（環境都市常任委員会委員長）

議会運営委員会（９人）
◎川口　薫　○福森真司　相原　學　今井　実
　佐藤文昭　　野々山静香　原　　聡　山下博己
　横溝泰世

議会報編集委員会（11人） ◎小菅基司　○谷　和雄　及び議会運営委員会委員
秦野市伊勢原市環境衛生組合

議会議員（６人）
　中村英仁　野々山静香　福森真司
　風間正子　高橋文雄　　阿蘇佳一

監査委員（１人） 　横溝泰世
金目川水害予防組合議会議員（１人） 　佐藤文昭

クアーズテック秦野カルチャーホール
（秦野市文化会館）

おおね公園

カルチャーパーク

児童・生徒が、他者との協調性や多様性を理解すること
の大切さを学ぶために市内の学校間交流の環境づくりを
求める陳情
 若者の地元愛の醸

じょうせい
成を図るために、時代に合った情報発

信の充実につながるＰＲ方法や魅力を身近に感じるため
の環境づくりを求める陳情
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47

広告

広告

はだの議会だより 令和 3年（2021年）11 月14日（日）  第 242 号〘8〙

掲載を希望される方は議事政策課（☎ 0463-82-9652）までご連絡下さい。（１枠20,000 円（縦 4.7㎝×横 10.5㎝））広告募集中

第４回（12月）定例会日程

※会議の日程、時刻は変更することがあります。
※ 第4回（12月）定例会で審査する請願・陳情の提出期限は、11月10日（水）午後５時までです。
※議員への議案送付は、11月18日（木）の予定です。

11月 22日（月）午 前 ９ 時 30 分 議会運営委員会
25日（木）午 前 ９ 時 本会議（開会・提案説明）
29日（月） 〃 本会議（議案審議）

本 会 議 終 了 後 議会運営委員会
12月 1日（水）午 前 ９ 時 30 分 総務常任委員会

総務常任委員会閉会後 予算決算常任委員会（補正予算：総務分科会）
2日（木）午 前 ９ 時 30 分 文教福祉常任委員会

文教福祉常任委員会閉会後 予算決算常任委員会（補正予算：文教福祉分科会）
3日（金）午 前 ９ 時 30 分 環境都市常任委員会

環境都市常任委員会閉会後 予算決算常任委員会（補正予算：環境都市分科会）
6日（月）午 前 ９ 時 30 分 議会運営委員会
7日（火）午 前 9 時 本会議（一般質問）
8日（水） 〃 本会議（一般質問）
9日（木） 〃 本会議（一般質問）
14日（火）午 前 ９ 時 議会運営委員会

午 前 9 時 45 分 予算決算常任委員会（座長報告・委員会採決）
常任委員会閉会後 本会議（委員長報告・議案審議・閉会）
本 会 議 終 了 後 議会運営委員会
議会運営委員会終了後 議会報編集委員会

＜第３回（９月）定例会の審議結果一覧表＞ ○：賛成　　●：反対

区
分

議案等
番号

議　案　等　名
（議案などの資料は、秦野市議会ホームページで

ご覧いただけます。）

採
決
の
結
果

創和会 自民党・
新政クラブ

市民
クラブ 公明党 日本

共産党 無所属

福
森
真
司

横
溝
泰
世

諸
星
　
光

阿
蘇
佳
一

谷
　
和
雄

原
　
　
聡

川
口
　
薫

高
橋
文
雄

風
間
正
子

小
菅
基
司

今
井
　
実

相
原
　
學

大
野
祐
司

八
尋
伸
二

野
々
山
静
香

山
下
博
己

横
山
む
ら
さ
き

中
村
英
仁

佐
藤
文
昭

露
木
順
三

吉
村
慶
一

木
村
眞
澄

古
木
勝
久

伊
藤
大
輔

市
長
提
出
議
案
等

第 48 号 令和２年度秦野市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
（
※
採
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん
）

○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ●要旨：２・３ページに詳細を掲載
第 49 号 令和２年度秦野市水道事業会計利益剰余金の処分及び決算の認定について 可決

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○要旨：２・３ページに詳細を掲載
第 50 号 令和２年度秦野市公共下水道事業会計利益剰余金の処分及び決算の認定について 可決

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○要旨：２・３ページに詳細を掲載
第 51 号 令和２年度秦野市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○要旨：２・３ページに詳細を掲載
第 52 号 令和２年度秦野市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○要旨：２・３ページに詳細を掲載
第 53 号 令和２年度秦野市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○要旨：２・３ページに詳細を掲載

第 54 号
秦野市社会福祉施設入所等の費用の徴収等に関する条例及び秦野市重度障害者医療費の助成に関する条例
の一部を改正することについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○要旨：ひとり親に対する所得控除などの見直しにより、婚姻歴の有無に関わらず地方税法上のひとり親控除
などの対象とされたことに伴い、寡婦または寡夫のみなし適用に係る規定を削除するため、改正するもの

第 55 号 指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ●要旨：７ページに詳細を掲載
第 56 号 指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ●要旨：７ページに詳細を掲載

第 57 号
専決処分の承認について

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○要旨：消費者応援・地域消費喚起事業費に歳入歳出それぞれ2,913万円を追加する令和３年度秦野市一般
会計補正予算（第６号）を専決処分したため、議会の承認を求めるもの

第 58 号 令和３年度秦野市一般会計補正予算（第７号）を定めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○要旨：農地災害復旧工事補助金に歳入歳出それぞれ1,633万６千円を追加するもの

第 59 号
令和３年度秦野市一般会計補正予算（第８号）を定めることについて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○要旨：母子家庭等自立支援給付金事業費ほか５事業に歳入歳出それぞれ２億7,048万３千円を追加すると
ともに、繰越明許費の設定、債務負担行為の追加と地方債の変更をするもの

第 60 号
令和３年度秦野市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）を定めることについて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○要旨：令和２年度繰越金のうち、9,608万８千円を介護保険給付費等準備基金積立金として積み立てると
ともに、精算による過年度分返還金として、国庫支出金分3,647万１千円、県支出金分254万９千円をそ
れぞれ追加するもの

第 61 号 秦野市監査委員の選任について 同意要旨：田中紀光委員の任期が令和３年９月30日で満了することに伴い、同委員を再任するもの
第 62 号 秦野市教育委員会の委員の選任について 同意要旨：髙𣘺照江委員の任期が令和３年９月30日で満了することに伴い、後任に小泉裕子氏を選任するもの
第 63 号 秦野市固定資産評価審査委員会の委員の選任について 同意要旨：米山利明委員の任期が令和３年９月30日で満了することに伴い、同委員を再任するもの
第 64 号 秦野市監査委員の選任について 同意 ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長

○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●要旨：諸星光委員が令和３年10月４日に辞職したため、後任に横溝泰世議員を選任するもの

第 65 号
令和３年度秦野市一般会計補正予算（第９号）を定めることについて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○要旨：新型コロナウイルスワクチン接種事業費ほか３事業に歳入歳出それぞれ３億5,294万６千円を追加
するもの

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適当であ
る旨答申要旨：小泉和江委員の任期が令和３年12月31日で満了することに伴い、同委員を再推薦するもの

議
員
提
出
議
案

第 ３ 号
コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書の提出について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
（
※
採
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん
）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○要旨：令和４年度地方税制改正に向け、安定的な財政運営に必要な地方税財源の確保について、国に意見
書を提出するもの

第 ４ 号
シルバー人材センターへの支援を求める意見書の提出について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●要旨：令和５年10月に「適格請求書等保存方式」が導入された後における、シルバー人材センターの事業
の推進に当たり必要な補助金の確保などについて、国に意見書を提出するもの

委
員
会
提
出
議
案

第 ３ 号 秦野市議会の会期等に関する条例を制定することについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○要旨：１ページに詳細を記載
第 ４ 号 秦野市議会会議規則の一部を改正することについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○要旨：１ページに詳細を記載
第 ５ 号 議会の委任による市長の専決処分について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○要旨：１ページに詳細を記載

第 ６ 号
加齢性難聴者の補聴器購入に公的助成等を求める意見書の提出について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○要旨：国において難聴高齢者の実態を把握するための調査を実施した上で、補聴器購入に対する公的助成
を検討することなどについて、国に意見書を提出するもの

陳
情

令３陳情
第 ８ 号

シルバー人材センターへの支援について国に意見書提出を求める陳情
採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●願意：令和４年度予算において、シルバー人材センター事業を推進していくために必要な、センターに対

する補助金を確保することなどについて、国に意見書を提出してほしい

令３陳情
第 ９ 号

児童・生徒が、他者との協調性や多様性を理解することの大切さを学ぶために市内の学校間交流の環境づ
くりを求める陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○願意：児童・生徒たちが、学校生活を充実させるための学校間交流を目的とした話合いの場を設立するな
どしてほしい（７ページに詳細を記載）

令３陳情
第 10 号

若者の地元愛の醸成を図るために、時代に合った情報発信の充実につながるPR方法や魅力を身近に感じる
ための環境づくりを求める陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○願意：若年層に秦野市の魅力をPRするため、WEBサイトやSNSを強化するとともに若年層の意見を取り
入れることのできる仕組みを作ってほしい（７ページに詳細を掲載）

令３陳情
第 11 号

若者の地元愛の醸成を図るために、時代に合った情報発信の充実につながるPR方法や魅力を身近に感じる
ための環境づくりを求める陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○願意：秦野市が企画する秦野たばこ祭や秦野丹沢まつりなどのイベントに若者の意見を取り入れる仕組み
を作るなどしてほしい（７ページに詳細を掲載）

令３陳情
第 12 号

加齢性難聴者の補聴器購入に公的助成等を国へ求める陳情書 趣旨
採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○願意：加齢性難聴者の補聴器購入に公的助成を求めること、また、特定健診の項目に「聴力検査」を入れ

ることについて、国に意見書を提出してほしい
令３陳情
第 13 号

加齢性難聴者の補聴器購入に公的助成を市へ求める陳情書 審査
未了

審査未了… 委員会に付託された案件が、会期中に採決に至らず継続審査にもならない
こと願意：秦野市において補聴器購入における助成制度の施策を検討し、実施してほしい

報告案件
（７件）

専決処分の報告について（市道の管理瑕疵に係る損害賠償）／専決処分の報告について（市道の管理瑕疵に係る損害賠償）／専決処分の報告について（損害賠償請求に係る和解）／専決処分の報告につい
て（秦野市個人情報保護条例の一部改正）／令和２年度秦野市公共下水道事業会計継続費精算報告書／令和２年度秦野市健全化判断比率及び資金不足比率について／専決処分の報告について（物損事故に
係る損害賠償）

※横溝泰世議員の一身上に関する事件であると認められ、地方自治法第117条の規定により除斥し、審議を行いました。

こちらから

◆次号の議会だより（令和４年２月中旬の日曜日発行予定）は、第４回（12月）定例会の概要などをお知らせします。




